
議会 市政の報告
性
化
に
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
て
お

り
ま
す
。地

籍
調
査
事
業

　

次
に
、「
地
籍
調
査
事
業
」に
つ
き

ま
し
て
は
、
継
続
し
て
調
査
を
進
め

て
お
り
ま
す
西
阿
田
町
・
東
阿
田
町

の
各
一
部
地
区
お
よ
び
西
吉
野
町
宗

川
野
・
茄
子
原
の
各
一
部
地
区
の
２

地
区
に
つ
き
ま
し
て
は
、
今
年
度
の

調
査
完
了
に
向
け
て
精
力
的
に
取
り

組
ん
で
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
度
か
ら
調
査
に
入
り

ま
し
た
二
見
１
丁
目
・
２
丁
目（
Ａ

地
区
）の
各
１
部
地
区
ほ
か
４
地
区

に
つ
き
ま
し
て
は
、
事
業
の
円
滑
な

進し
ん

捗ち
ょ
く

を
図
る
た
め
の
地
元
推
進
委
員

会
を
設
置
し
、
関
係
者
の
立
ち
会
い

の
も
と
、
現
地
に
て
一
筆
調
査
を
計

画
的
に
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

更
に
、
来
年
度
以
降
事
業
に
着
手

予
定
を
し
て
お
り
ま
す
、
須
恵
１
丁

目
・
本
町
１
丁
目
、
３
丁
目
・
釜
窪

町
の
各
一
部
地
区
お
よ
び
今
井
３
丁

目
地
区
の
２
地
区
の
準
備
を
進
め
て

お
り
ま
す
。

吉
野
川
ま
つ
り

　

次
に
、今
回
で
36
回
を
数
え
る「
吉

野
川
ま
つ
り
」に
つ
き
ま
し
て
は
、

８
月
15
日
・
16
日
の
両
日
に
わ
た
り
、

大
川
橋
河
川
敷
一
帯
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
天
候
に
恵
ま
れ
、
15
日
は
辯
天

宗
に
よ
り
ま
す
灯
ろ
う
流
し
と
花
火

を
、
16
日
は
夜
空
を
彩
る
レ
ー
ザ
ー

光
線
と
花
火
を
訪
れ
た
多
く
の
皆
様

に
満
喫
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
南
都
乱
舞
～
み
だ
れ
ま

い
」な
ど
の
踊
り
も
行
わ
れ
、
会
場

を
盛
り
上
げ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

両
日
共
に
、
事
故
も
無
く
無
事
に

終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ
と

に
、
実
行
委
員
会
を
は
じ
め
関
係
者

の
皆
様
に
深
く
感
謝
を
申
し
上
げ
ま

す
。外

国
青
年
招
致
事
業

　

次
に
、「
教
育
行
政
」の
取
り
組
み

の
う
ち
、「
語
学
指
導
等
を
行
う
外
国

青
年
招
致
事
業
」に
つ
き
ま
し
て
は
、

外
国
語
指
導
助
手（
Ａ
Ｌ
Ｔ
）と
し

て
、
ア
メ
リ
カ
出
身
の
エ
リ
ッ
ク
・

コ
ズ
ィ
オ
ー
ル
さ
ん
と
カ
ナ
ダ
出
身

の
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
・
カ
リ
ー
ク
さ

ん
が
８
月
か
ら
着
任
し
、
す
で
に
活

動
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

教
育
の
情
報
化

　

次
に
、
教
育
環
境
の
整
備
の
う
ち

「
教
育
の
情
報
化
」へ
の
取
り
組
み
に

つ
き
ま
し
て
は
、
老
朽
化
し
た
教
育

用
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
機
器
の
入
れ
替

え
お
よ
び
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
使
っ
た

授
業
支
援
体
制
の
整
備
を
行
う
こ
と

で
、
教
育
課
程
の
円
滑
な
運
用
、
時

代
の
変
化
に
的
確
に
対
応
し
た
Ｉ
Ｃ

Ｔ（
情
報
通
信
技
術
）環
境
の
整
備
を

行
い
、
す
べ
て
の
児
童
・
生
徒
の
Ｉ

Ｃ
Ｔ
活
用
能
力
の
向
上
を
図
る
た

め
、
来
年
２
月
末
の
完
成
を
目
指
し

事
業
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。

　

こ
れ
に
伴
う
五
條
教
育
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
構
築
業
務
委
託
契

約
の
締
結
に
つ
き
ま
し
て
、
今
議
会

で
ご
審
議
を
お
願
い
す
る
も
の
で
あ

り
ま
す
。

野
原
小
学
校

耐
震
補
強
改
修
工
事

　

次
に
、「
野
原
小
学
校
耐
震
補
強
改

修
工
事
」に
つ
き
ま
し
て
は
、
学
校

建
物
は
児
童
等
が
一
日
の
大
半
を
過

ご
す
学
習
・
生
活
の
場
で
あ
る
と
共

に
、
災
害
時
に
お
け
る
地
域
住
民
の

応
急
避
難
場
所
と
な
る
な
ど
、
重
要

な
役
割
を
担
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
耐

震
性
の
確
保
を
図
る
べ
く
、
７
月
中

旬
か
ら
工
事
に
着
手
し
、
10
月
下
旬

に
完
了
す
る
予
定
で
あ
り
ま
す
。

上
水
道
事
業

　

次
に
、「
水
道
事
業
」の
取
り
組
み

の
う
ち
、「
上
水
道
事
業
」に
つ
い
て

ご
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。
２
年
前
か

ら
防
災
・
安
全
対
策
を
図
る
べ
く
準

備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た「
岡
中

継
施
設
の
築
造
」に
つ
き
ま
し
て
は
、

地
元
説
明
会
や
協
議
が
整
い
、
来
年

秋
の
完
成
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
ソ
フ
ト
面
で
は
、
上
水
道

施
設
の
大
部
分
を
占
め
る
管
路
等
は

地
中
に
埋
設
さ
れ
て
お
り
、
災
害
時

に
お
け
る
給
水
機
能
の
麻ま

痺ひ

等
が
危き

惧ぐ

さ
れ
る
た
め
、「
五
條
市
上
水
道
施

設
管
理
シ
ス
テ
ム
（
マ
ッ
ピ
ン
グ
シ

ス
テ
ム
）」の
構
築
を
今
年
度
末
の
完

成
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

簡
易
水
道
事
業

　

一
方
、「
簡
易
水
道
事
業
」の
取
り

組
み
の
う
ち
、
大
塔
町
辻
堂
地
区
の

水
道
未
普
及
地
域
解
消
事
業
に
つ
き

ま
し
て
は
、
調
査
設
計
等
に
着
手
す

る
と
共
に
、
国
庫
等
補
助
採
択
に
向

け
事
業
の
効
果
・
効
率
の
確
立
を
図

る
目
的
か
ら
、
現
在
、
事
前
評
価
委

員
会
の
設
置
準
備
を
進
め
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

水
道
料
金
の
未
納
対
策

　

次
に
、
水
道
料
金
の
未
納
対
策
に

つ
き
ま
し
て
は
、納
付
窓
口
の
増
設
・

夜
間
納
付
相
談
等
を
実
施
し
、
こ
れ

に
よ
り
未
納
繰
越
額
は
前
年
度
に
対

し
て
１
０
．
７
５
パ
ー
セ
ン
ト
の
減

少
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
更

に
未
納
金
の
回
収
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。消

防
・
防
災
行
政

　

最
後
に
、
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す「
消
防
・

防
災
行
政
」に
つ
い
て
ご
報
告
申
し

上
げ
ま
す
。

　

去
る
７
月
７
日
、
中
央
体
育
館
で

「
五
條
市
防
災
フ
ェ
ス
タ
」を
開
催

し
、
耐
震
診
断
相
談
、
Ａ
Ｅ
Ｄ（
自

動
体
外
式
除
細
動
器
）講
習
、
防
災

グ
ッ
ズ
の
展
示
、
映
画「
あ
り
が
と

う
」の
鑑
賞
な
ど
を
行
い
、
市
民
の

防
災
意
識
の
高
揚
と
防
災
知
識
の
普

及
・
啓
発
を
図
り
ま
し
た
。

　

一
方
、
大
川
橋
河
川
敷
で
は
、
震

度
６
強
の
地
震
に
よ
り
市
内
各
地
で

大
火
災
な
ど
の
災
害
が
発
生
し
、
避

難
場
所
に
負
傷
し
た
市
民
が
あ
ふ
れ

て
い
る
と
い
う
想
定
で
、市
消
防
団
、

赤
十
字
奉
仕
団
お
よ
び
市
消
防
本
部

に
よ
り
ま
す
、
情
報
伝
達
訓
練
、
大

規
模
火
災
消
火
訓
練
、
応
急
手
当
訓

練
お
よ
び
非
常
食
炊
き
出
し
訓
練
を

行
い
ま
し
た
。
訓
練
を
通
し
て
、
地

震
な
ど
の
大
規
模
災
害
時
に
お
け
る

防
災
機
関
相
互
の
連
携
の
重
要
性
お

よ
び
防
災
意
識
の
高
揚
を
図
り
ま
し

た
。

　

更
に
、
市
職
員
を
対
象
に
、
災
害

時
に
お
い
て
有
効
な
通
信
手
段
と
な

る
携
帯
メ
ー
ル
を
活
用
し
た
情
報
伝

達
訓
練
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

　

次
に
、
救
急
業
務
に
つ
き
ま
し
て

は
、
救
急
車
が
到
着
す
る
ま
で
に
適

切
な
応
急
手
当
が
重
要
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
市
内
の
事
業
所
・
各
種
団
体

等
を
対
象
に
心
肺
蘇そ

生せ
い

法
や
大
出
血

時
の
止
血
法
を
中
心
と
し
た
普
通
救

命
講
習
を
実
施
し
、
救
命
率
の
向
上

と
効
果
的
で
効
率
的
な
救
急
体
制
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。

　

以
上
が
主
だ
っ
た
事
業
の
概
要
で

あ
り
ま
す
。

�




